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桑名市家庭用宅配ボックス等設置補助金（再）
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▷補助金申請受付の再開
今年度5月から開始した補助金事業について好評により

予算上限に達したため、本事業を再開します。

○開始時期
令和6年10月7日～

○予算上限
150万円

○申請状況（10月31日現在）
申請件数・・・62件

【アンケートの実施】
前回同様、本事業の成果及び分析を行うため、アンケー

トを実施予定。



環境学習の実施
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▷市内小中学校にて環境学習を実施

出前授業をメインとした環境学習メニューを揃え、教育委員
会と連携し市内の小中学校で環境学習を実施。

▷今年度実施済み及び実施予定

学校名
（対象学年）

実施時期 学習内容 事業者

津田学園中学校
（1～3年生）

令和6年7月9日
生活の中の地球温暖化
対策

株式会社エスプール

深谷小学校
（6年生）

令和6年11月28日
自然エネルギーの活用
（創・蓄・省）教室

パナソニック株式会社

多度中学校
（3年生）

令和6年12月5日
これからのエネルギー
を学ぼう・考えよう

東邦ガス株式会社

星見ヶ丘小学校
（6年生） 令和7年1月16日

電気をつくって・ため
て・エネルギーの組み
合わせについて学ぼう

東邦ガス株式会社

大山田西小学校
（5年生）

令和7年2月13日
同上

東邦ガス株式会社
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その他の取り組み

▷ごみ発電による電力地産地消
桑名広域清掃事業組合で発電されているごみ発電の再生可能エネルギー電気を

市内公共施設で使用することで、電力の地産地消を行い、脱炭素の推進をします。

○対象施設
まちづくり拠点施設10施設（予定）

○開始時期
施設担当課と協議中

○CO2削減効果
約47,000㎏／年
（令和５年度使用量にて算定）

桑名市広域清掃事業組合

桑名広域清掃事業組合「可燃ごみ焼却施設」
・処理能力 174トン/日
・ごみを燃やしたときに出る熱を利用して発電しています。
・発電電力は、3,080kWで一般家庭消費電力約7,000世帯分に相当します。

https://recycle-mori.jp/

